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UDC2016始まります！

• ハッシュタグ：＃udc2016
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•https://www.facebook.com/
UDCT2013/

•http://goo.gl/KyLxoJ



2013年から、
「地域課題の解決」の通年型

コンテストを継続し
今年で4年目！！
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http://urbandata-challenge.jp/
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アーバンデータチャレンジは４年目を迎えます



2015年9月29日 「CSISi第12回公開シンポジウム・UDC2015中間報告」

2016年2月26日・27日 「UDC2015ファイナル・ステージ」
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「地域の課題解決？」:PDCM?

（１）Place：各地域のキーパーソン・場

地域拠点での年間を通じた活動や経費補助

（２）Data：地域に関わるオープンデータの

流通を質・量ともに増やすこと

（３）Collaboration：エンジニア・デザイン・

専門知識を持った方々による「多様な」連携

（４）Mentorship：社会基盤情報・オープン

データ利活用の第一歩に向けた支援

そもそも UDCの目指すところ



Powered by CartoDB 2015

2014第1期拠点ブロック
2015第2期拠点ブロック

■第2期拠点 地域拠点コーディネータ一覧

岩手ブロック 小野寺 正寿 一関市商工労働部工業課

福島ブロック 藤井 淳 会津若松市総務部情報政策課

福島ブロック 猪股 秀行 公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構

滋賀ブロック 楠・柳井 大津市役所政策調整部情報システム課

奈良ブロック 佐藤 拓也 Code for IKOMA

和歌山ブロック 三嶋 信史 橋本市企画部企画経営室

鳥取ブロック 田中 健一 鳥取県総務部情報政策課

鳥取ブロック 東野 正幸
Code for Tottori/鳥取大学総合メディア基盤セン
ター

鳥取ブロック 井上 仁 鳥取大学総合メディア基盤センター

山口ブロック 米冨 竜太 山口市総務部情報管理課

愛媛ブロック 兼久 信次郎 Code for DOGO

愛媛ブロック 中川 祐治 愛媛大学・Code for DOGO

佐賀ブロック 牛島 清豪 Code for Saga

鹿児島ブロック 中窪 悟 肝付町企画調整課

■第1期拠点 地域拠点コーディネータ一覧

北海道ブロック 丸田 之人 室蘭市企画財政部企画課[高度情報推進]

北海道ブロック 川口 陽海 室蘭市企画財政部企画課[高度情報推進]

茨城ブロック 北條 佳孝 水戸市市長公室情報政策課

東京ブロック 中平 健二朗日野市企画部地域戦略室

神奈川ブロック 関口 昌幸 横浜市政策局政策課

神奈川ブロック 石塚 清香 金沢区地域振興課

石川ブロック 福島 健一郎一般社団法人コード・フォー・カナザワ

静岡ブロック 浦田 芳孝 静岡県企画広報部情報統計局情報政策課

大阪ブロック 古崎 晃司
大阪大学産業科学研究所/LODチャレンジ実行委員
会関西支部

島根ブロック 野田 哲夫 島根大学法文学部

徳島ブロック 吉川 満 徳島県政策創造部統計戦略課

徳島ブロック 坂東 勇気 Code for Tokushima

徳島ブロック 新久保 渡 徳島県政策創造部統計戦略課

福岡ブロック 坂本 好夫
公益財団法人九州先端科学技術研究所プロジェクト
推進部(BODIK）

福岡ブロック 村上 和彰
九州大学システム情報科学研究院/九州先端科学技
術研究所

福岡ブロック 梶原 信一 福岡アジア都市研究所

福岡ブロック 金丸 宗継 福岡市総務企画局ICT戦略室

福岡ブロック 大森 絵美 福岡市総務企画局ICT戦略室

(1)UDCは地域が主役です （UDC2015時点の地域拠点マップ）
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【北海道ブロック】 2015年8月8日
「第1回アイデアソン”まち”をもっと良くするアプリアイデアワークショップ」
（約18名参加） ほか多数！
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【岩手ブロック】2015年7月21日
「センサを活用して地域ビッグデータを集めてみよう」
（約25名参加） ほか多数！
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【福島ブロック（郡山）】2015年12月12日
「Connect 2015 in Koriyama, with UDC 最終発表会＆審査会」 ほか多数！
【福島ブロック（会津若松）】2015年12月12日・13日
「ハッカーソンZEROwith UDC2015」 ほか多数！
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【茨城ブロック】2015年11月15日
「アーバンデータチャレンジ2015 共催イベント ～ウィキペディアタウン水戸 ＠偕楽園～」
（約20名参加） ほか
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【東京ブロック】2015年11月1日
「ひのMappingWalk2015 」
（約30名参加） ほか
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【神奈川ブロック】 2015年12月5日・6日
「八景島で開催！！横浜・横須賀・鎌倉3市連携ハッカソン（金沢区大会）2Days」
（約23名参加）



【石川ブロック】 2015年11月14日
「 UDC2015 in 金沢 ハッカソン Vol.1（UDC2015 in 石川 Vol.3） 」
（約19名参加） ほか多数！
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【静岡ブロック】 2015年9月5日
「クルマと道の未来を描く もっと！しずみちinfo 」
（約50名参加） ほか
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【滋賀ブロック】 2015年8月12日
「 大津祭を楽しむ！アイデアワークショップ」
（約35名参加） ほか多数！



【大阪ブロック】 2015年9月12日
「第1回 LOD Challenge Day KOBE 2015 」
（約39名参加） ほか
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【奈良ブロック】 2015年10月25日
「会いたくなる街をつくろう」
（約15名参加） ほか多数！



【鳥取ブロック】 2015年8月8日・8月9日
「第1回オープンデータ・ハッカソン in 鳥取」
（約45名参加）
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【島根ブロック】 2015年10月31日・11月1日
「オープンデータ活用歴史ハッカソン in 松江」
（約22名参加）
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【山口ブロック】 2016年2月20日、3月5n日
「オープンマップ＠山口市地域フォローアップセミナー」
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【徳島ブロック】 2015年11月8日
「まちなか探検隊 in 徳島」
（約36名参加）



【愛媛ブロック】 2015年11月5日
「オープンデータ推進セミナー」
（約50名参加） ほか
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【福岡ブロック】 2015年11月12日
「第2回BODIKワークショップ」
（約33名参加） ほか
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【佐賀ブロック】 2015年9月19日
「有田町伝統的建造物地図づくりワークショップ」
（約27名参加）
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http://code4saga.org/wp-content/uploads/2015/09/21653044536_c3bb63b82a_k.jpg
http://code4saga.org/wp-content/uploads/2015/09/21653044536_c3bb63b82a_k.jpg
http://code4saga.org/wp-content/uploads/2015/09/21679103635_914ff2f453_k.jpg
http://code4saga.org/wp-content/uploads/2015/09/21679103635_914ff2f453_k.jpg
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【鹿児島ブロック】 2015年9月21日
「みんなで使える観光マップを作る」まち歩きイベント
（約23名参加）



26

• 都道府県：25 / 47都道府県（53.1%）
• 市町村： 204 / 1,718都市 (11.9%)

Source: http://fukuno.jig.jp/app/opendatacity/

(2) 日本のオープンデータ「活用」を加速化する
オープンデータ都市数＝200以上!?

http://fukuno.jig.jp/app/opendatacity/


（２）地方自治体単位のオープンデータをリスト化し公開（Ver.3)：

164都市、18,245件（2015年8月末時点）
http://i.csis.u-tokyo.ac.jp/news/opendata/index.html

CCー表示4.0国際
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http://i.csis.u-tokyo.ac.jp/news/opendata/index.html
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja


データポータル（DKAN）による
地方自治体のオープンデータ提供

Powered by dkan

http://udct-data.aigid.jp/
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http://udct-data.aigid.jp/
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オープンガバメント推進協議会

国立国会図書館
デジタルコレクション等の
データを使ったWS開催

経路検索条件など
データ提供、
データを使ったWS開催

地域拠点としての参画、
コンテストにおける特別賞の
設置

(3)強力な専門機関との連携
「データ提供・支援拠点」



2015年8月8日「NDL利活用ワークショップ」
2015年9月30日「人の流れ研究会ワンデイセミナー」
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(4)メンター制度の導入：地域での第一歩のノウハウ支援

区分 コーディネータ 所属 メンター
■第1期拠点
北海道ブロック 丸田 之人 室蘭市 企画財政部ICT推進課 野路

〃 川口 陽海 室蘭市企画財政部ICT推進課
茨城ブロック 北條 佳孝 水戸市 市長公室情報政策課 伊藤

東京ブロック 中平 健二朗 日野市 企画部地域戦略室 高橋

〃 神崎 暁 日野市総務部情報システム課
神奈川ブロック 石塚 清香 横浜市 金沢区地域振興課 郡司

石川ブロック 福島 健一郎 一般社団法人 コード・フォー・カナザワ 嘉山

静岡ブロック 浦田 芳孝 静岡県 企画広報部情報統計局情報政策課 鈴木

大阪ブロック 古崎 晃司 大阪大学 産業科学研究所/LODチャレンジ実行委員会関西支部 郡司

島根ブロック 野田 哲夫 島根大学 法文学部 石井

徳島ブロック 新久保 渡 徳島県 政策創造部統計戦略課 伊藤

〃 坂東 勇気 Code for Tokushima
福岡ブロック 坂本 好夫 公益財団法人 九州先端科学技術研究所(BODIK） 藤津

■第2期拠点
岩手ブロック 須藤 直俊 岩手県南技術研究センター 産業支援部 和田

〃 後藤 治 一関市商工労働部工業課
福島ブロック 藤井 淳 会津若松市 総務部情報政策課 和田

福島ブロック 猪股 秀行 公益財団法人 郡山地域テクノポリス推進機構 和田

滋賀ブロック 柳井 美紀 大津市 政策調整部情報システム課 藤津

奈良ブロック 佐藤 拓也 Code for IKOMA 郡司

和歌山ブロック 三嶋 信史 橋本市 企画部企画経営室 高橋

鳥取ブロック 東野 正幸 Code for Tottori/鳥取大学 総合メディア基盤センター 石井

〃 板野 央輝 鳥取県総務部情報政策課
〃 井上 仁 鳥取大学総合メディア基盤センター
〃 天野 圭子 鳥取大学 地（知）の拠点大学による地方創生推進室

山口ブロック 米冨 竜太 山口市 総務部情報管理課 大伴

愛媛ブロック 兼久 信次郎 Code for DOGO 伊藤

佐賀ブロック 牛島 清豪 Code for Saga 久保田

鹿児島ブロック 中窪 悟 肝付町 企画調整課 東
31



賞金総額 200万円!

アーバンデータチャレンジ2015

作品概要：平成27年12月25日（金）まで
作品締切：平成28年1月29日（金）まで

アプリケーション データ・可視化 アイデア ソリューション

金賞 50万円 10万円 10万円
10万円×

2〜3作品程度
銀賞 30万円 5万円 5万円

銅賞 10万円 --- ---

自治体
特別賞

オープンガバメント推進協議会賞、自治体特別賞（水戸市長特別賞、日野
市賞、静岡市賞、橋本市長特別賞）、学生奨励賞

http://urbandata-challenge.jp/
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多様な主体のモチベーション！？



33Source: http://urbandata-challenge.jp/#about

あくまで地域課題オリエンテッドでの作品募集
2015年度は、地域拠点自由課題を含め

65の課題から作品募集



地域の課題解決力に貢献する作品を一挙大公開

〜最終審査会＆活動継続に向けてのトークバトル！〜

• 応募作品数：158作品（事前エントリー194作品）

• 実施日：2016年2月26日（金）27日（土） ※2日間にわたり開催

• 2日目開催レポート： http://urbandata-challenge.jp/2015/2015-final2

• 一次審査結果： http://urbandata-challenge.jp/2015/1st-results

• 最終審査結果： http://urbandata-challenge.jp/2015/prize

UDC2015ファイナル・ステージ

コンテスト応募状況の変遷

75 56

158

2013 2014 2015
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UDC2015受賞作品
部門／賞 作品名 代表者名／チーム名

アプリケーション部門金賞／
オープンガバメント推進協議会賞銅賞

北海道統計データ閲覧ツール SESEKI 三好邦彦

アプリケーション部門銀賞／
オープンガバメント推進協議会賞金賞

大津祭曳山ストーリーテラー Team Galaxy
（代表：田重田勝一郎）

アプリケーション部門銅賞 マプコXD 小保方幸次
（一関工業高等専門学校）

データ・可視化部門金賞 交通量計測器TRAPO TRAPON2015（代表：坂本優作）

データ・可視化部門 銀賞 さすけね降雪情報登録システム 三泣き（代表：市川博之）

アイデア部門金賞 陣痛ダイアリーによる男女共同参画社会を目指す
KODOプロジェクト

土田栞（釧路公立大学）

アイデア部門銀賞 TENBIN 井口香穂（首都大学東京）

ソリューション部門賞 写真で紐解くたまがわ 写真でひもとく玉川の会
（代表：高橋陽一）

ソリューション部門賞 会津若松市空間位置情報付き写真データの整備と普及 JOSM勉強会（代表：井上欣哉）

オープンガバメント推進協議会賞銀賞 室蘭百名坂 グループさん（代表：山口琢）

水戸市長特別賞アイデア部門 ソナエドー 山下敦彦（オリーブ技術士事務所）

水戸市長特別賞アプリケーション部門 高精度エリアレポーティングサービスSPAADA マイクロベース（代表：仙石裕明）

日野市賞金賞 日野マップ 秦那実（首都大学東京）

日野市賞銀賞 日野再発見マップ 平川友香（首都大学東京）

日野市賞銅賞 見える日野 山下悠介（首都大学東京）

静岡市特別賞 しずみち探検隊 しずみち案内人（代表：小林康晃）

UDC2015学生奨励賞 FMAIKO〜松江歴史あつめ〜 島根大学JD社中チーム
月照寺の大亀ちゃん（代表：市川歩）



歴代の受賞作品のその後（一部）
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• 『AED SOS』2013年アプリケーション部門金賞

→クラウドファウンディング＆起業

• 『さっぽろ保育園マップ』2014年アプリケーション部門金賞

→Code for XXによる他地域（生駒、徳島、流山…）への展開

• 『MY CITY FORECAST』2014年アプリケーション部門銀賞／水戸市長特別賞

→自治体担当者との意見交換・WS・職員研修

本日この後すぐ、UDC2015アプリケーション部門金賞
「北海道統計データ閲覧ツールSeseki」からの活動報告！



今年は、いよいよ４年目！！！

37



• データの流通を質・量ともに増やしていくこと

• データを地域課題の解決に結びつけていくこと
（そのような応募作品を数多く生み出すこと！！）

• 10（実は…あとひと枠！）の地域拠点を新規に追加した合
計30都道府県ブロックで、取組みを進展すること

• 地域拠点での取組みを、より一層盛り上げ、多機関連携・
地域的な横展開を推進すること

UDC2016の目指すところ
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そこで今年は、
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ベスト地域拠点賞を設定します！！！

• 今年の活動を通じて、全地域拠点30拠点から、
実行委員会として、特別賞、新人賞（2016年からの
地域拠点を対象）を表彰します！！

• 賞金は・・・ありませんごめんなさい。

• 特典は・・・名誉！！？
と、来年UDC2017の全体イベント

（中間報告シンポジウムを想定）開催地となる
権利等の特典を予定！

40

• 評価基準は・・・UDCの活動趣旨に関わって下記の評価項
目を基に、１年間の活動を通じて審査予定です

– 多機関連携の取組み状況 ー地域展開の取組み状況

– イベント開催数 ーコンテスト作品応募数

– コンテスト優秀作品数 ー活動における創意工夫



そして今年も、
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コンテストを実施します！！！

• 地域課題の解決に資する作品を募集します。
• 応募要領詳細は、10月4日・5日開催予定の中間報告シンポジウムに

て公開します！
• 最終審査会は、2017年2月24・25日開催予定です！
• まずは、各地域拠点等でのイベントにご参画ください！
• イベント情報は、HPやFacebookページで随時ご提供します。 42

アーバンデータチャレンジ2016

作品概要：平成28年12月23日（金）まで
作品締切：平成29年1月27日（金）まで

http://urbandata-challenge.jp/



たくさんの
新たな力を得ながら進みます！
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2014第1期拠点ブロック

2015第2期拠点ブロック

2016第3期拠点ブロック

Powered by CARTODB http://bit.ly/236eP3a

■第2期拠点 地域拠点コーディネータ一覧

岩手ブロック 須藤 直俊／後藤 治 岩手県南技術研究センター／一関市

福島ブロック 藤井 淳 会津若松市

福島ブロック 猪股 秀行 (公財)郡山地域テクノポリス推進機構

滋賀ブロック 柳井 美紀 大津市

奈良ブロック 佐藤 拓也 Code for IKOMA

和歌山ブロック 三嶋 信史 橋本市

鳥取ブロック 田中 健一 鳥取県

鳥取ブロック
東野 正幸
板野 央輝
井上 仁・天野 圭子

Code for Tottori/鳥取大学
鳥取県
鳥取大学

山口ブロック 米冨 竜太 山口市

愛媛ブロック 兼久 信次郎 Code for DOGO

佐賀ブロック 牛島 清豪 Code for Saga

鹿児島ブロック 中窪 悟 肝付町

■第1期拠点 地域拠点コーディネータ一覧

北海道ブロック 丸田 之人／川口 陽海 室蘭市

茨城ブロック 北條 佳孝 水戸市

東京ブロック 中平 健二朗／神埼 暁 日野市

神奈川ブロック 関口 昌幸／石塚 清香 横浜市／横浜市金沢区

石川ブロック 福島 健一郎 (一社)コード・フォー・カナザワ

静岡ブロック 浦田 芳孝 静岡県

大阪ブロック 古崎 晃司 大阪大学

島根ブロック 野田 哲夫 島根大学

徳島ブロック 新久保 渡／坂東 勇気 徳島県／Code for Tokushima

福岡ブロック 坂本 好夫 (公財)九州先端科学技術研究所

■第3期拠点 地域拠点コーディネータ一覧

埼玉ブロック 後藤 真太郎 埼玉県GIS普及推進研究会

千葉ブロック 松島 隆一 オープン！ちば

富山ブロック
冨成 敬之
松本 八治
矢後 智子

Code for Toyama City
Code for Nanto
Code for Takaoka

長野ブロック
諸田 和幸
平賀 研也

WikipediaTOWN in INA Valley
長野県立 長野図書館

岐阜ブロック
國枝 裕介
稲垣
吉川 浩司

Code for GIFU
岐阜県
(公財)ソフトピアジャパン

愛知ブロック

河口 信夫
遠藤守・浦田真由
白松 俊
大村 廉
小野 健太郎
木村博司・佐藤亮介

名古屋大学
名古屋大学
名古屋工業大学
豊橋技術科学大学
豊橋市
Code for Mikawa

京都ブロック
太田垣 恭子
藏野 文子

Code for Kyoto
Google Developer Group Kyoto

兵庫ブロック 多田 真遵 Code for Amagasaki

岡山ブロック 大島 正美 一般社団法人 データクレイドル

？？ブロック ？？？ ？？？

2016地域拠点は30へ！

第２部
新規拠点から
決意表明を！

http://bit.ly/236eP3a


実行委員長 関本義秀（東京大学生産技術研究所）

事務局 伊藤顕子（事務局長：日本工営㈱）、東修作 （Open Knowledge Japan）、
瀬戸寿一・矢崎裕一（東京大学空間情報科学研究センター）、山本尉太（国際
航業㈱）、関治之（合同会社Georepublic Japan）、小俣博司（東京大学生産技
術研究所）、高橋陽一（㈱ インディゴ）、朝日孝輔（合同会社MIERUNE/(一社)

社会基盤情報流通推進協議会）

自治体、
省庁、公的
団体

三好洋久（千葉県流山市総合政策部行政改革推進課）、関口昌幸（神奈川県横
浜市政策局政策課）、松田圭介（経済産業省商務情報政策局情報プロジェクト
室）、坂下哲也・郡司哲也・飯田哲・恩田さくら（一財 日本情報経済社会推進
協会）、柴田重臣（(一社)Code for Japan/ Code for Ibaraki）

大学、
有識者

浅野耕一（秋田県立大学システム科学技術学部）、
河口信夫（名古屋大学大学院工学研究科）、川島宏一（筑波大学システム情報
系社会工学域）、神武直彦（慶應義塾大学システムデザイン・マネジメント研
究科）、小林亘（東京電機大学）、仙石裕明（NPO法人伊能社中）長井宏平
（東京大学生産技術研究所）、西沢明（東京大学空間情報科学研究センター）、
奥村裕一（東京大学公共政策大学院）

民間
企業

大伴真吾・嘉山陽一・勝部圭一（朝日航洋 ㈱）、青島竜也（ＮＴＴ空間情報
㈱）、藤津克彦（㈱建設技術研究所）、石井邦宙（アジア航測株式会社）、
和田陽一・野路桂子・辰巳亮（国際航業㈱）、片柳貴文（日本工営㈱）、
鈴木茂雄・筒井慧（ESRIジャパン㈱）、小池隆（合同会社緑IT事務所）

データ提供
支援拠点

橋詰秋子（国立国会図書館電子情報部電子情報流通課）
太田恒平・野津直樹（株式会社 ナビタイムジャパン）

UDC2016実行委員メンバーもさらに広がりを
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不安は尽きませんが・・・

• 真の課題解決にリーチできているか？

• 地域の自治体・教育機関等に伝わっているか？

• ツール・データが充実しているか？

• 少しずつ進歩できているか？
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まちの未来を切り拓く作品を
育てるのは皆さんです！
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今年も、楽しく、突き進みましょう！
• HP： http://urbandata-challenge.jp

• FB：https://www.facebook.com/UDCT2013/

•事務局メールアドレス：udc-office(at) aigid.jp

※ (at) は @ に置き換えて下さい。

http://urbandata-challenge.jp/
https://www.facebook.com/UDCT2013/

